
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
（
二
件
） 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

一

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

二

 
教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

二

 
雑

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
平
成
二
十
二
年
度
決
算
の
要
旨
の
公
表 

三

〇
仙
台
市
職
員
共
済
組
合
平
成
二
十
二
年
度
決
算
の
要
旨
の
公
表 

五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

日
本
ラ
イ
フ
フ
ィ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
協
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

佐
藤　

文�

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉
四
丁
目
十
三
番
十
五
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
市
民
活
動
の
支
援
・
共
生
を
通
し
、
豊
か
な
市
民
社
会
の
創
造
に

寄
与
す
る
と
共
に
世
界
共
存
を
理
念
と
し
、
社
会
に
貢
献
・
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ぐ
る
っ
と

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

大
坂　

博
伸

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南
元
丁
八
十
四
番
地
の
三

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、震
災
で
被
災
し
た
人
た
ち
等
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
地
域
の
活
性
化
、
産
業

の
振
興
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（1）　 平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2267号　　 
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事

業

所

番

号

〇
四
一
五
四
〇
〇
六
四
七

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・

え
ぽ
っ
く

仙
台
市
太
白
区
西
中
田

五
丁
目
四
番
一
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
・

え
ぽ
っ
く

指
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年

七
月
一
日



一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　

変
更
し
な
い

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　

変
更
し
な
い

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

石
巻
市
蛇
田
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼
四
百
一
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
五
年
三
月
五
日

四　

変
更
の
内
容

　
　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

（
変
更
前
）
第
五
条　

こ
の
組
合
の
事
務
所
は
、
宮
城
県
石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼
四
百
一
番
地
に
置
く
。

　
　

（
変
更
後
）
第
五
条　

こ
の
組
合
の
事
務
所
は
、
宮
城
県
石
巻
市
蛇
田
字
新
大
埣
三
百
五
十
四
番
地
一
に
置
く
。

五　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
東
土
地
改
良
区

役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

本　
　

木　
　
　
　
　

隆　
　
　

　

退
任
し
た
者

教
育
委
員
会

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
八
条
第
一
号
中
「
企
画
及
び
」
を
削
る
。

　

第
八
条
の
二
第
一
号
中
「
重
要
施
策
の
」
を
「
総
合
的
な
」
に
改
め
る
。

 

第2267号　平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

退

任

年

月

日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

氏　
　
　

名

二

瓶

幸

次

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
中
丁
七
番
地

役
職
名

理　

事

「

県
立
学
校

人
事
専
門

教
職
員
課

上
司
の
命
を
受
け
、
県
立
学
校
教
育
職
員

の
人
事
、
服
務
及
び
研
修
に
関
す
る
事
務



立
学
校
人
事
専
門
監
」
の
下
に
「
、
就
職
支
援
専
門
監
」
を
加
え
る
。

事
」
の
下
に
「
、
学
校
運
営
管
理
監
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
理
事
」
を
「
教
育
監
、
理
事
、
学
校
運
営
管
理
監
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
雑

報

〇
宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
定
款
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理　
事　
長　
　

井　
　

口　
　

經　
　

明　
　
　

 

（3）　 平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2267号　　 
　

第
十
七
条
第
二
項
の
表
中

監ス
ポ
ー
ツ

振
興
専
門

監

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

を
掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

係
る
施
策
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。

」
を

「

県
立
学
校

人
事
専
門

監就
職
支
援

専
門
監

ス
ポ
ー
ツ

振
興
専
門

監

教
職
員
課

高
校
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

上
司
の
命
を
受
け
、
県
立
学
校
教
育
職
員

の
人
事
、
服
務
及
び
研
修
に
関
す
る
事
務

を
掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
高
等
学
校
の
就
職
指

導
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を

掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

係
る
施
策
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
県

　

第
十
八
条
第
一
項
の
表
中

「

理
事

参
事

上
司
の
命
を
受
け
、教
育
行
政
の
特
定
重
要
事
項
を
掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に

参
画
し
、
並
び
に
特
定
事
務
を
総
括
管
理
す
る
。

」
を

「

理
事

学
校
運
営

管
理
監

参
事

上
司
の
命
を
受
け
、教
育
行
政
の
特
定
重
要
事
項
を
掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
学
校
運
営
の
管
理
に
係
る
施
策
の
推
進
及

び
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に

参
画
し
、
並
び
に
特
定
事
務
を
総
括
管
理
す
る
。

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
理



第2267号　平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

宮城県市町村職員共済組合平成22年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

２　組合員数及び給料月額は，次のとおりである。

３　組合職員の数は，次のとおりである。

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。

合　　計一部事務組合等村町市

521812112

合　　計任意継続船員一般市町村長長期長　　期特定消防市町村長一　　般組 合 員 の 種 別

18,96058512111,7773316,551組合員数（人）

5,823,9374,440620513516,48220,2455,281,637長期
給料月額（千円）

6,033,278180,7204,440788513516,48225,7825,304,553短期

316,949370,007620,000513,000290,648613,479319,113長期１人当たり
給料月額（円） 318,211308,924370,007787,500513,000290,648781,288320,497短期

（単位：人）

計物　資貸　付貯　金宿　泊保　健業　務経　理　単　位

311134220人　　　　　員

（単位：千円）

物　資貸　付貯　金宿　泊保　健業　務預託金管理長　期短　期区　　　　　分

（収　　　入）

242,669195,58716,397,4335,096,198負担金

237,5938,413,8005,240,674掛金

240,988施設収入・商品売上

5,8146,06074,495連合会交付金

3309,173574,7361,076737226320,210623利息及び配当金

33,21263990246612,613291576,894その他収入

100,225他経理から繰入金

866,749前年度繰越支払準備金

33,215315,626575,638342,755499,672270,599320,21024,811,23311,781,138計

（支　　　出）

5,630,408給付金

16,397,433負担金払込金

8,413,800掛金払込金

4,8195,85845,705121,24726,821121,926役職員給与

24,586特定健康診査等費

5273,1253,7072,2394,03910,848旅費・事務費

10,525商品仕入

48,619飲食材料費

7,3247,2215,769委託費

21,702267,783406,451320,210支払利息

19,108老人保健拠出金

315,213退職者給付拠出金

1,948,764前期高齢者納付金

1,639,864後期高齢者支援金

757,182介護納付金

14,050148,055連合会払込金

558,216連合会拠出金

100,225他経理へ繰入金

3,2316,3536,027151,813208,805120,42010,656その他支出

862,848次年度繰越支払準備金

30,279297,169461,890341,767371,697258,963320,21024,811,23311,890,314計

2,93618,457113,748988127,97511,636差引当期利益金

109,176差引当期損失金

862,848年度末支払準備金

9,6731,515,07419,40440,923年度末資本剰余金

156,891560,9641,506,32610,0331,145,124334,130561,753年度末利益剰余金
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（5）　 平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2267号　　 



第2267号　平成23年６月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）

仙台市職員共済組合平成22年度決算の要旨

１　組合に属する地方公共団体等

２　組合員数及び給料月額は，次のとおりである。

３　組合職員の数は，次のとおりである。

４　各経理単位別収支状況は，次のとおりである。

合　　計市

11

合　　計任意継続特定消防市　　長一　　般組 合 員 の 種 別

9,29010196918,219組合員数（人）

3,177,794311,2556202,865,919長期
給料月額（千円）

3,216,33331,048311,2551,2102,872,820短期

345,826321,213620,000348,694長期１人当たり
給料月額（円） 346,215307,402321,2131,210,000349,534短期

（単位：人）

合　計貸　付業　務経　理　単　位

523人　　　　　員

（単位：千円）

預　託貸　付貯　金保　健業　務長　期短　期区　　　　　分

（収　　　入）

93,30336,4439,018,5092,770,882負担金

91,2014,660,1442,797,120掛金

5施設収入・商品売上

136,055166,773140,396838711,373利息及び配当金

26,6112,20328,718337,307その他収入

10,377他経理からの繰入金

441,800前年度繰越支払準備金

136,055193,384140,396187,55075,60913,678,6536,348,482計

（支　　　出）

2,802,517給付金

13,5681,5597929,962役職員給与

1,3013683786,673旅費・事務費

941432,5543,544委託費

136,055136,050114,505支払利息

7,96213,678,65379,803連合会払込金

302,034連合会拠出金

6,901老人保健拠出金

167,980退職者給付拠出金

777,920前期高齢者納付金

859,724後期高齢者支援金

0病床転換支援金

415,541介護納付金

10,377他経理へ繰入金

27,928625122,69531,9391,808その他支出

426,125次年度繰越支払準備金

136,055186,903117,200125,70672,11813,678,6535,850,730計

6,48123,19661,8443,491497,752差引当期利益金

426,125年度末支払準備金

1,513年度末資本剰余金

1,119,482303,599330,73341,0111,025,111年度末利益剰余金


